
セブン－イレブンでの食品リサイクルの経緯

・アグリガイアシステムの堆肥を利用して栽培した原料を使った「関東産ほうれん
草の胡麻和え」を販売開始

2006

取り組み内容年

・（株）アグリガイアシステムが飼料化工場竣工（千葉県佐倉市）2007

・九州食品工場リサイクル事業協同組合が飼料化施設稼動2004

・（株）アグリガイアシステムがリサイクルセンター竣工（千葉県八街市）
東京23区内店舗を対象としたエコ物流による堆肥化のリサイクルを開始

2003

・「九州食品工場リサイクル事業協同組合」設立2002

・デイリーメーカー工場に発酵乾燥機を導入
食品残さを飼料原料へリサイクルし、地元農家へ販売開始（茨城県竜ヶ崎市内）

1998

・リサイクル飼料を配合した豚の肥育実験（新潟県長岡市）1997


